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※　対象外事業所については、2024年度に認証を取得する。

※　２０２１年度から、大阪支店の従業員数と床面積を合算する。

　 　

26

百万円 824 1,091 942

対象電気設備工事
大阪府大阪市中央区道修町3丁目3番10号
日宝道修町ビル3階

大阪支店

対象電気設備工事
東京都品川区東五反田1丁目7番6号
藤和東五反田ビル4階

本店

※否電気設備工事愛知県名古屋市港区土古町1丁目51番10号中部支店

売　上　高

従業員数

運搬車輛等

車輛の種類

バネット（ワゴン）

床面積 ㎡ 2,943 2,943 328
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（６) 事業のための許可取得状況

②許可番号 ③許可年月日 ④許可有効年月日

328

1

乗用車 1

ADバン 2

電気工事業

⑤許可事業の範囲①許可の内容

　電気設備工事の設計・施工・管理

台数

876

電気工事業
通商産業大臣
第07002号

平成30年6月19日

（７）施設等の状況

電気工事業
国土交通大臣許可
特-30　第15967号

平成30年6月19日 令和5年6月18日

令和5年6月18日

電気工事業

人 16 22

昭和58年4月1日 　資本金 ２，０００万円　設立年月日

（３） 事業の概要

業務内容 認証登録対象該否事業所名 所在地

１.　組織の概要

（１)   社名、代表者名及び本社所在地

　社　　　　名

　本店所在地

株式会社マスミ電設

渡部　弘太郎　代　表　者

〒141-0022 東京都品川区東五反田1丁目7番6号　藤和東五反田ビル4階

（４） 事業所及び認証・登録範囲

（２）　会社設立及び資本金

（５) 事業の規模（東京／大阪）

単位 2019年 2020年 2021年 2022年項　　　目

２



　制定：2017年9月1日　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社マスミ電設

　改定：2022年6月1日　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　渡部　弘太郎

４． 環境配慮製品・サービスの提供

① 顧客への省エネ型製品・設備の提案

② 環境配慮型工事の受注拡大に努めます。

この環境方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。

③ エコドライブを意識し、車両の節燃に努めます。

２．廃棄物排出量削減

① 事業所から発生する一般廃棄物の削減に取り組みます。

［環境への取組の基本的方向］

１． 二酸化炭素排出量削減

① 事業所内における節電に取り組みます。

② 現場事務所における節電に取り組みます。

配慮した事業活動に取り組み、企業力向上を図るとともに環境保全に寄与することを

宣言します。

全従業員参画により環境経営の継続的改善に取組みます。

　取り組みに当たっては、環境関連法規等を遵守し、次の基本的方向に基づき

[　理　　念　]

　株式会社マスミ電設は、事業経営における環境への取り組みの重要性を強く認識し、

当社の電気設備工事に適合した環境経営システムを構築し運用することにより環境に

２．　環境経営方針

② 電気設備工事に関わる水使用量の抑制に努めます。

② 電気設備工事に関わる産業廃棄物の発生の抑制及び、適正処理に努めます。

③ 資源の有効利用とリサイクルを推進します。（エコキャップ等）

３． 水使用量削減

①  トイレ、手洗い、キッチン利用時の節水に努めます。

３



所属 役職 氏名

所属 役職 氏名

　

電　　話 06-6203-1077 FAX:06-6203-1078

電子メ-ル osaka@masumi-ee.co.jp

（大阪）工事部門

部門責任者

前田　憲一

従業員　3名

下請等の協力会社
　対象外

３．　環境経営実施体制

（１） 環境管理関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　 常務取締役 辻　　清和

（２） 環境経営実施体制

環境業務担当者 技術部 主任 浜田　亮

連　絡　先（東京） 住　　所 〒141-0022 東京都品川区東五反田1丁目7番6号 4F

電　　話 03-6447-7511 FAX:03-6447-7553

電子メ-ル hamada@masumi-ee.co.jp

連　絡　先（大阪支店） 住　　所 〒541-0045　大阪府大阪市中央区道修町3丁目3番10号　3F

EA21委員会

制定日　： 　2017.9.1

改訂日　： 　2022.04.01

代表者

代表取締役 渡部　弘太郎

環境管理責任者

常務取締役 辻　　清和

委員長 代表者 EA21事務局

委員
環境管理責任者

部門責任者 浜田　亮

技術部門 （東京）工事部門 事務部門

部門責任者 部門責任者 工事部責任者 部門責任者

吉成　裕二 若林　一郎 櫻井　知巳 山口　友子

従業員　3名 従業員　13名 従業員　2名

４

mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:osaka@masumi-ee.co.jp
mailto:hamada@masumi-ee.co.jp


　

  

1

2 3 4

kWh

0.472 kg-CO2

kWh

0.318 kg-CO2

L

2.321 kg-CO2

L

2.580 kg-CO2

kg-CO2 ○

1 2 3

kg ○ 　

kg ○

kg -

kg ○

㎥ ○

1 2 3

○

　

　

92,112 93,024 93,936 94,196

ＬＥＤ化工事の
提案

件 ― 1 2 3

東京／大阪
４.環境配慮製品
サービスの提供

環境配慮工事
受注拡大

万円 91,200

基準値比 基準値比 基準値比
2022年度
実績値

目標
達成

％増 ％増 ％増

5 ○

目標
達成

節水に努める節水に努める節水に努める

節水に努めた

18,401 10,101

３.水使用量
　の削減

〔目標値設定率〕 東京
2022年度
実績値

２.廃棄物排出量
　の削減

産業廃棄物 18,970 18,780 18,591

318

リサイクル資源 0 出量の把握 同左 同左 0

2022年度
実績値

大阪一般廃棄物 71

323 319 316

〔目標値設定率〕 東京／大阪

基準値比 基準値比 基準値比

水使用量 120

74

○
排出係数 557 546 541 535 191

707172 2

計 24,663 24,170 23,924 23,677 19,206

目標
達成

％削減 ％削減 ％削減

東京一般廃棄物 326

（2）化石燃
　料使用量
　の削減

ガソリン 4,000 3,920 3,880 3,840

軽油 216 212 210 207

3,355

○
排出係数 9,284 9,098 9,005 8,913 7,787

2,021 2,000 2,169

28,800 22,322

14,160 13,877 13,735 13,594 10,536

目標
達成

（1）電気使用
量の削減

東京電気

排出係数

30,000 29,400

○

✕
排出係数 662 649 643 636 689

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

％削減 ％削減 ％削減

大阪電気 2,083 2,041

４.　環境経営目標 ・実績

環境経営目標項目

基準年 中期環境経営目標
2022年度

の実績及び評価

2020年度実績 2022年度 2023年度 2024年度
2022/4～2023/3

〔目標値設定率〕 東京／大阪

基準値比 基準値比 基準値比
2022年度
実績値

29,100

５



  

〇 ： △ ： ☓ ：

1

〇

〇

2

〇

△

○

〇評価

評価

評価

・環境配慮型工事の受注

・改修工事廃棄物の適正分別

設備の提案を行う

東京／大阪
一般廃棄物
の削減

４.環境配慮製品・
　サービスの提供

拡大に努める

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

・ペーパーレス化

具体的取組内容
の継続

・電気設備工事に関わる水

利用時の節水の徹底

・顧客への省エネ型製品・

・ゴミの分別を徹底する

・産業廃棄物の適正処理

・社員にトイレ、手洗い、キッチン

産業廃棄物排出
量の削減

引き続き節水の
奨励

引き続き環境配
慮型工事の受注

拡大に努める

グループ会社主導で、ペーパーレス
に移行できるものから順次対応してい
る。

産業廃棄物は適正に処理できている
が、処理費用の値上げや、元請工事
を複数受注できたこともあり、排出量
自体は増加している。

水使用量のデータは収集ができなく
なったが、引き続き節水を心掛けた。

2022年度は元請として5件の環境配
慮型の工事を受注できた。

・職場にゴミを持ち込まない

浜田

前田

浜田

電気使用量の削減として、不必要な
照明の消灯・エアコン設定温度の見
直しを行ったため、年間の目標を達
成できた。

現場にて社用車を使用する機会が増
えたが、エコドライブに努めた結果、
年間目標を達成できた。

評価

引き続き具体的
取組内容の奨励

良くできた 出来なかった

・エコドライブに努める

浜田

評価

引き続き具体的
取組内容の奨励

にしない 評価

・ハイブリッド車や低排出ガス

・不用な積載物を乗せたまま

化石燃料使用
量の削減

推進責任
者

車両の導入化

・昼休みの消灯 前田

東京／大阪
電気使用量の
削減 ・未使用室の消灯

産業廃棄物
の削減

若林

３.水使用量の削減

使用量の抑制に努める

５.　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果と評価
（〇△×）

・冷暖房設定温度を２６°～２８°

・照明のＬＥＤ化推進

〔評価基準〕 ある程度できた

次年度の
取組内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

環境目標項目 具体的取組内容

前田

若林

浜田

浜田

６



年 3 月 31 日

６.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）　関連法規等の遵守状況

　当社事業及び製品に関する主な環境関連法規等は下記の通りであり、今年度遵守状況を

確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

遵守状況確認日 2023

法律名 要求事項 当社が遵守すべき事項 遵守状況

廃棄物処理法

・産廃保管場所の表示 ・保管場所表示済

適正遵守
・産廃処理委託業者との二者契約 ・委託先二者契約済

・マニフェストの交付、回収、保管 ・マニフェスト管理実施

・排出量の削減 ・排出量削減努力

建設リサイクル法

・特定建設資材使用建築物等
　の解体施工基準の遵守

・解体施工時の基準遵守

適正遵守
・特定建設資材の再資源化
　の促進

・再資源化の促進

　当社は、関係当局からの違反の指摘、指導及び利害関係者からの訴訟等は、これまで

・特定建設作業の実施届出 ・該当工事の届出

　過去にありませんでした。また、外部からの苦情もありませんでした。

・エネルギーの合理
化に関する法

・フロン排出抑制法

・省エネ活動を推進する

適正遵守・適切な場所への設置
・簡易点検の実施
・定期点検の実施

・簡易点検表の作成及び、点検

環境物品等の調達
の推進等に関する
法（グリーン購入）

（２）　外部からの違反、訴訟等の有無

適正遵守
できる限り環境物品等を選択する
よう努めるものとする

・環境にやさしい原材料の利用

・エコ商品選択購入

・基本方針を留意しエネルギー
使用の合理化に努める

・騒音規制法

・振動規制法

・特定建設工事施工者の規制
　基準遵守

・施工規制基準の遵守

適正遵守
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７.　代表者による全体評価と見直しの結果

2.出席者

　代表者は、今年度におけるエコアクション２１運用全体について以下の通り、評価と見直し

を行いました。

項　　目 内　　　　　　容

1.見直し実施日 　令和　5年　3月　31日

　代表取締役、環境管理責任者、部門責任者、環境業務担当者

③環境活動計画 有　・　無

５.見直しの結果

見直し項目 変更の有無 変更の内容

①環境方針 有　・　無

②環境目標 有　・　無

④環境経営システム 有　・　無

３.報告した情報

①環境目標達成状況

②環境活動計画の実施及び運用結果

③環境関連法規等の遵守状況

４.代表者の評価

東京本店においては前年度に事務所引越等あったが、
データ収集及び関係各所との連携をとった結果
以前よりエコアクション21の取組内容を周知することができている。

前年度では大阪支店が対象事業所となり、
ゆくゆくは中部支店も対象とするため、新しく入社した社員に対してもエ
コアクション21における取組内容の周知徹底をすること。
また、環境関連法規・外部からの苦情等、本年度も違反・訴訟なくこの結
果を継続するよう取り組むこと。

④外部からの苦情、要望等
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